
天然変性ポリペプチドに学んだ
機能性人工生体分子凝縮体の創製

最近、特にタンパク質、核酸などが形成する生体分子凝縮体が細
胞内で重要な生理機能を担っていることが明らかにされ、注目を
集めている。生体分子凝縮体の形成には、明確な三次元構造の
ないポ リ ペ プ チ ド  (intrinsically disordered protein, IDP;

intrinsically disordered region, IDR) が重要な役割を果たしてい
る。一方でIDP/IDRは比較的多くの電荷を持つことがあり、RNAや
DNAとの相互作用を通じて機能分子を集めるための場を与えるこ
とが報告されている。また、凝縮体形成するIDP/IDRの電荷密度
(σ)は、DNAやRNAほどは高くないと言われている。そこで、我々
は、合成ポリペプチドをIDP/IDRのモデル分子と捉え、σを調節す

ることで自発的にタンパク質を取り込む人工生体分子凝縮体
scaffoldの作製に成功した[1]。本セミナーでは、この人工生体分

子凝縮体の設計原理を概説するとともに、その性質と機能、およ
び、人工凝縮体を基軸とした新規階層構造材料も紹介したい。
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